
2009 年度 高木基金公開ミーティング「市民科学の今」 
～現場からの報告と新たなチャレンジ～

VOC 総合研究部会 * たまあじさいの会 * 北限のジュゴンを見守る会
原子力資料情報室 * 地震と原発 * 柏崎刈羽・科学者の会

5 月 9 日（土）東京・田町にて、高木基金が継続的に助成をしている調査研究 4件と委託

研究2件のみなさんから、これまでの活動をふまえた現状と、2009年度に実施する調査研究

の計画を発表していただきます。

いずれも緊急性・重要性が高いテーマであり、高木基金の支援者の方々を始め、多くの市

民が今後の行方を深い懸念とともに見守っている問題です。質疑の時間も設けて、発表者と

参加者の間でのディスカッションを中心に進めたいと思います。ふるってご参加ください。

日 時 ： 2009年 5月 9日（土）12:30 開場 13:00 開会 16:20 閉会
場 所 ： 港勤労福祉会館 集会室（第一洋室） ◆地図・アクセスは裏面をご覧ください。

参加費 ： 無料（会場でのカンパにご協力ください）。◆どなたでもご参加いただけます。

申込み ： お手数ですが、5月 1日(金)までに E-mail info@takagifund.org
又は Fax 03-3358-7064へお申し込み下さい。

■当日のプログラム (予定)

13:00 開 会 ・ 趣旨説明
VOC総合研究部会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 津谷 裕子さん
「各地における VOC汚染物質の変動」

たまあじさいの会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 中西 四七生さん
「日の出町ゴミ焼却灰のエコセメント化工場の環境影響調査」

北限のジュゴンを見守る会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 鈴木 雅子さん

「草の根市民による沖縄のジュゴン保護活動の構築」

14:55 休 憩 （10分） 

原子力資料情報室 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 伴 英幸さん

「地震動を考慮に入れた原発老朽化の検討」

委託研究 「地震と原発」研究 ／ 「柏崎刈羽・科学者の会」・・・ 山口 幸夫さん

16:20 閉 会 （各 20 分発表＋15分質疑応答になります）

主催・お問合せ 認定ＮＰＯ法人 高木仁三郎市民科学基金
〒160-0004 東京都新宿区四谷 1-21戸田ビル 4階 Tel & Fax 03-3358-7064 

E-mail  info@takagifund.org http://www.takagifund.org 



◆港勤労福祉会館の地図とアクセス（東京都港区芝 5-18-2）

【交通手段】

ＪＲ山手線・京浜東北線 田町駅 三田□（西口）下車 徒歩５分

地下鉄浅草線・三田線 三田駅下車 Ａ７出□すぐ左隣

■□■高木基金の総会が開催されます■□■

当日の朝、公開ミーティングと同じ会場で、「2009 年度高木基金総会」が開催されます。

議決権を有するのは正会員の方のみになりますが、どなたでもオブザーバーとしてご参加

いただけます。参加をご希望の方は、資料の都合などもありますので、5月 1日（金）まで

に事務局までお申し込みください。

高木基金 2009 年度総会 日時：5月 9日（土） 午前 10:30 ～12:00

場所：港勤労福祉会館 集会室（第一洋室）

申込先：E-mail info@takagifund.org  Tel & Fax  03-3358-7064 

■高木基金とは

高木仁三郎市民科学基金（高木基金）

は、生涯をかけて在野の立場から、

核・原子力の問題への専門的批判に力

を尽くした高木仁三郎の遺志に基づき、

2000年 12月に発足しました。

基金の目的は、現代の科学技術がもた

らす問題や脅威に対して、科学的な考

察に裏づけられた批判のできる「市民

科学者」を育成・支援することです。

2001 年 10 月に第 1回の助成募集を行

って以来、2009 年 3 月までに、のべ

132 件、総額 7,440 万円の日本国内お

よびアジアの個人・グループによる市

民科学をめざす調査研究・研修への助

成を実施しています。

現代の科学は、物質的な「豊かさ」や「便

利さ」をもたらした反面、市民の生命や

健康・安全、そして地球環境に脅威をも

たらしている――その様な危機感が「市

民科学」の原点です。

高木基金の助成の財源は、高木仁三郎

の遺産と基金の主旨に賛同してくださる

市民の方々の会費や寄付です。市民が

がお金を出しあって「市民科学」を支え

ていく運動として、高木基金の活動は継

続しています。


